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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
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３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組
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事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 仙台市
事 業 所 の 名 称 秋保温泉浄化センター

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 仙台市太白区秋保町湯元字畑23
主 た る 事 業 水道業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

目標排出量 145.9 目標原単位 0.3868
削減率 3.00 削減率

温室効果ガスの
排出状況

非化石電気 28.66
その他非化石
エネルギー等

非化石電気

基準年度 基準排出量 150.4 基準原単位

削減率

温室効果ガスの
削減目標

-7.98 削減率

排出量等の
増減理由

削減率

0.3988

排出量等の
増減理由

耐震補強⼯事の実施に伴い施設の運転に変更が⽣じたことから，基準年度と⽐較して電⼒使⽤量
が増加したため，CO2排出量が増加した。

排出量 154.6

排出量 162.4 排出原単位 0.4306

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025 年度

排出原単位 0.4099
削減率 -2.80 削減率第１年度 2023 年度

基本対策の実施状況

基準年度

第１年度
実施状況の説明

等

下水道事業におけるエネルギー管理技術等について，e-ラー
ニングによる省エネルギー教育を実施した。その他の追加の
対策は第2年度以降に実施を計画しているため，第1年度はこ
れまでに実施している対策を継続した。

第２年度
実施状況の説明

等
第1年度の取組を継続したほか，給湯器の適正な利⽤につい
て所員に周知する等の取組を実施した。

第３年度
実施状況の説明

等

排出量等の
増減理由

0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

第２年度 2024 年度

第３年度 2025 年度

電⼒使⽤量及び燃料使⽤量は前年度とほぼ同等であったが，10⽉から基準年度よりも排出係数が
⼤きい⼩売電気事業者との契約となったため，CO2排出量が増加した。

排出量 排出原単位
削減率

（⼀般事業所等⽤）



様式第２号別紙１

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

選択対策の実施状況

項目 実施状況

エネルギー使⽤量の⾒える化（分計による課題発⾒） 実施済

（⼀般事業所等⽤）


